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A Study of Sakura-Han retainers'careers through 
an analysis of its "Bugen-cho (List of Personnel)" 
NOJIRI Y asuhiro 
This paper examines punishments given to retainers of the Sakura Clan, based on knowledge 
obtained through the work of making a printed reproduction of the "bugen-cho" of the Shimousa 
Province Sakura Domain. 
The Sakura Clan's "bugen-cho" (4 volumes in total) is a record of the positions and careers of its 
retainers. Recorded in the "bugen-cho" is an extended total of 3,000 retainers along with each one's 
ful name, stipend, position, and career. The career information includes the time of succession to 
Head of Household, change of positions and the times of change, and punishments "bugen-cho" are 
basic historical documents that are indispensable in the research of a clan's structure and its control 
over its domain. Even thus far, many clan "bugen-cho" have been published as collections of historical 
documents. 
Although the "bugen-cho" of the Sakura Clan has been put on microfilm, the section on career 
was written in cinnabar red, and was therefore difficult to decipher from the black-and-white micro-
film. To deal with this, the author's group first photographed the "bugen-cho" with a digital camera, 
then made a reproduction (in printed type) of the parts, including the career section, which had been 
written in a peculiar cursive script. The group also prepared an index. The "bugen-cho" does not 
have an index, and it was consequently inconvenient for finding specific individuals, because the re-
searcher had to read through the actual document. The index was also prepared out of consideration 
for people other than researchers who look for information on their own ancestors. 
It is taking a substantial amount of time to make printed reproductions of al four volumes of 
the "bugen-cho", which contains information for so many retainers. At present, the process, including 
proofreading, has been completed for two of the volumes. Of the information on retainer careers in 
these two volumes, the author analyzed it for punishments, in particular. He focused on the punishment 
of retainers because of its importance for examination of the control exercised by the "daimyo" (feudal 
lord) over the group of retainers. The "bugen-cho" provides almost no description of the reasons for 
punishment. The author, therefore, decided to examine the number of punishments, without mention 
of any reasons for punishment. 
Many of the punishments noted in the "bugen-cho" limited the free movement of the retainer for 
a specified period, by confining them at home, to put them on good behavior and have them reflect 
on their error. The period of such confinement varied with the type of punishment It generally 
ranged from one day to a few days at the shortest and a month or two at the longest. There were 
also many cases in which retainers were punished with a rebuke. In some cases, they were punished 
by confiscation of al or part of their stipend. 
35 
In addition, there were cases in which more than one punishment was meted out at the same 
time, such as both being confined to home and having the stipend confiscated. There were also cases 
of a demotion along with the punishment 
In premodern society, which attached importance to order based on social standing, a demotion 
due to punishment was a problem with a bearing on the very existence of a samurai's house. Through 
preparation of the printed reproduction of the "bugen-cho" of the Sakura Clan, research is expected 
















































久 (6万石），延宝6年 (1678)大久保忠朝 (8万3千石）．貞享3年 (1686)戸田忠昌 (6万千石）．元






































































































































































































































まずはそれぞれの罰について件数をみておこう。「蟄居」 4件，「閉門」 1件．「逼塞」 6件，「慎」 1件．



















































































































































































































































植松求馬 1000石 内600石役高 家老




宇佐見恒之助 壱番組 当分雁 勤
梅村清三郎 130石 壱番組
お 大木楠右衛門 郡奉行 席組外 勤
大木楠右衛門 20人扶持 内7人扶持役料 組外




太田垣錬之助 壱番組 当分扉 勤
太田善太郎 100石 壱番組







岡左七郎 歩兵差図役 雇 勤














恩田源五兵衛 300石 内100石役高 騎士頭
下総国佐倉藩「分限帳」からみる家臣の経歴 51 
名前 禄高 禄高備考 役職 席 兼帯等
恩田源五兵衛 学問所奉行 席番頭 兼帯






柏原仁平治 奥年寄 席大目付 兼帯
片岡輿右衛門 13人扶持 馬乗
片庭軍蔵 13人扶持 山奉行










川口金弥 弐番組／恩田源五兵衛組 当分雇 勤
川口金弥 三番組／恒川弥五左衛門組
川久保東馬 15人扶持 外に5人扶持役高 大目付




き木川織右衛門 150石 内10石役高 側用人
木川織右衛門 無足支配 席側用人 加役
木川左門 歩兵差図役並









木村与次右衛門 100石 内30石役高 小寄合
木村与次右衛門 大目付 席小寄合
＜ 串戸五左衛門 100石 内50石役高 表用人
串戸五左衛門 勘定頭 席郡奉行
久代喜三太 100石 弐番組／恩田源五兵衛組
葛岡千之丞 弐番組／恩田源五兵衛組 当分扇 勤
葛岡惣左衛門 100石 新番徒歩 格













源田大蔵 壱番組 当分屈 勤
こ香宗我部格 100石 大目付
香宗我部隼人 70人扶持 年寄











近藤九十九 奥年寄 席小納戸元方 兼帯
近藤九十九 13人扶持 小納戸元方
さ斎藤加右衛門 90石 小納戸部屋番
斎藤蔵治 四番組／植松当太郎組 席馬乗次席 組附
斉藤蔵治 10人扶持 馬乗次席
斉藤三郎太夫 150石 内50石役巖 軍事奉行
斉藤三郎大夫 側用人 席大筒頭 加役
斎藤三郎太夫 無足支配 席大筒頭 加役
斎藤三郎太夫 新番徒歩 席大筒頭 兼帯
斉藤弥一左衛門 16人扶持 外に14人扶持役高 歩兵惣改役
坂田邊 13人扶持 馬乗次席
坂本要人 250石 小寄合




桜井領助 勘定頭 席組附 見習
桜井領助 100石 四番組／植松当太郎組




佐治岱次郎 側用人 席小寄合 仮役







名前 禄高 禄高備考 役職 席 兼帯等




島田増蔵 弐番組／恩田源五兵衛組 当分扉 勤
嶋田紋十郎 100石 小納戸部屋番













城富之進 大砲差図役 雇給人勤 勤
庄田國之助 300石 歩兵頭
神保良粛 13人扶持 医師
す 菅谷周平 勘定頭 席組外 勤
菅谷周平 13人扶持 組外
鈴木喜千造 三番組／恒川弥五左衛門組
鈴木源太 奥年寄 席御小納戸部屋番 勤
鈴木源太 100石 小納戸部屋番
鈴木新治 100石 供目付























田中甚左衛門 100石 内20石役高 大目付
田中甚左衛門 勘定頭 席大目付
田中文助 先筒与頭 雇・勤
田中弥五郎 学問所奉行 席側用人 仮役
田中弥五郎 30人扶持 内15人扶持役扶持 先筒頭
田中弥五郎 側用人 席先筒頭
田中弥五郎 無足支配 席先筒頭 加役








長は平 150石 内20石役高 大砲頭
長は平 側JU人 大砲頭 加役
長景平 無足支配 大筒頭









続作大夫 150石 内50石役高 先筒頭
絞作大夫 側用人 席御先筒役
統作太夫 新番徒歩 席先筒頭 兼帯
続徳太郎 10人扶持 組外
恒川十郎兵衛 大砲差図役 当分扇 勤








外山兵衛 150石 内30石役高 大砲頭
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名前 禄高 禄高備考 役職 席 兼帯等













成田菊二 弐番組／恩田源五兵衛組 当分雇 勤
成田喜内 80石 大砲差図役
成田粂次郎 五番組／岡新之丞組 当分扇 勤
成田小兵衛 奥年寄 席御小納戸部屋番 勤
成田小兵衛 90石 小納戸部屋番
成田平馬 10人扶持 三番組／恒川弥五左衛門組
成田誉三郎 弐番組／恩田源五兵衛組 当分扇 勤
に新達領蔵 425石 並平士与頭添役







の野村弥五右衛門 150石 内50石役高 聞番
は埓和立甫 15人扶持 医師次席
萩原兼次郎 五番組／岡新之丞組 席馬次席 勤
萩原兼次郎 10人扶持 馬乗次席
橋本銅之助 100石 大砲差図役








ひ菱川慎之助 短冊重複不見 四番組／植松当太郎組 当分雇 勤
平賀勇 20人扶持 小寄合
乎賀勇 奥年寄 席小寄合
平賀左中 小納戸部屋番 雇給人勤 勤
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名前 禄高 禄高備考 役職 席 兼帯等
平賀左中 五番組／岡新之丞組 扉 勤
平野三郎右衛門 70石 五番組／岡新之丞組
平野忠之丞 短冊重複不見 四番組／植松当太郎組 当分扉
平野維殿 400石 城代次席
平林庄右衛門 30人扶持 内15人扶持足高 先筒頭
平林庄右衛門 町奉行 席先弓先筒
ふ 福田常治 80石 外に勤料20石 先筒頭
















牧野金蔵 四番組／植松当太郎組 当分雁 勤
牧野平兵衛 100石 勘定頭
真下彦之蒸 80石 山奉行
町田銀平 弐番組／恩田源五兵衛組 雁 勤
町田八百治 100石 武具奉行








間宮慶蔵 歩兵差図役 扇 勤
間宮権兵衛 100石 小納戸部屋番
み 三木門之助 80石 近習
水飼五郎四郎 17人扶持 三番組／恒川弥五左衛門組
水上三蔵 100石 帳役
水上三蔵 使番 席帳役 兼帯
水谷安治 三番組／恒川弥五左衛門組
水谷八十太夫 20人扶持 内5人扶持役高 奥年寄
水谷八十太夫 小納戸元方 席奥年寄
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む 向甚五兵衛 70石 三番組／恒川弥五左衛門組
武藤兵左衛門 100石 騎士輿頭




村松代十郎 壱番組 当分御雇 勤




森村助左衛門 40人扶持 内10人扶持役高 側用人
森村助左衛門 勘定頭 席側用人
森村忠作 弐番組／恩田源五兵衛組 当分雇 勤




山田長太郎 四番組／植松当太郎組 当分雇 勤
山田安蔵 80石 三番組／恒川弥五左衛門組
山本常五郎 15人扶持 山奉行
ゆ由比善兵衛 350石 内50石役高 年寄






吉増由太郎 三番組／恒川弥五左衛門組 当分雇 勤
吉見猪之助 100石 大目付
吉見猪之助 軍事目付 大目付 兼帯
吉村陽庵 20人扶持 医師
依田十太郎 300石 内70石役高 年寄
わ若林岩次郎 1000石 小寄合
若林兵右衛門 150石 内50石役高 先筒頭
渡辺斎宮 80人扶持 小寄合
名前判読不可 短冊重複不見 歩兵差図役 雇
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索引 2 分限帳上ノ下家臣団索引
名前 禄高 禄高備考 役職 席 兼帯等
あ 赤井甚四郎 吟味役 雇 見習
赤尾甚三郎 40俵3人扶持 吟味役
浅井八十五郎 30俵3人扶持 中小姓
浅川勇左衛門 50俵3人扶持 内15俵役料 吟味役
浅川勇左衛門 蔵方 席吟味役 兼帯
浅羽官左衛門 30俵3人扶持 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組
浅羽藤三郎 34俵3人扶持 中小姓




阿部達也 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤
阿部兎毛 40俵3人扶持 内15俵勤料 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組
阿部兎毛 山方 席大筒方
阿部八十蔵 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤
尼子嘉薩治 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
天野平馬 30俵3人扶持 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組
天野平馬 代官 席大筒方 見習
荒井鍬治 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤
荒井銹之助 30俵3人扶持 中小姓
荒井冨五郎 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
荒井兵馬 30俵3人扶持 内5俵役料 徒組頭
荒野龍蔵 10人扶持 代官 席給人
し‘ 飯尾浪衛 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分雇 勤














石嶋慎治 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
石嶋仙之助 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組 当分雇 勤
石橋百之助 30俵3人扶持 内3俵役料 中小姓格
伊丹廉平 30俵3人扶持 中小姓
ー丸藤助 大筒方／壱番組／岩瀧博兵衛組 席中小姓 勤
ー丸藤助 30俵3人扶持 中小姓
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名前 禄高 禄高備考 役職 席 兼帯等
稲村尚蔵 吟味役 席大筒方 見習
稲村種治 27俵3人扶持 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組
井上兵右衛門 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 席中小姓格 勤
井上兵助 代官 勤
今井佐世次郎 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分扉 勤
入江郡八 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分扉 勤
岩崎啓介 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分雇 勤
岩田助三郎 大筒方／壱番組／岩瀧停兵衛組 席中小姓格 勤
岩田助三郎 30俵3人扶持 中小姓格
岩田締次郎 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
岩堀貞之進 30俵3人扶持 中小姓
う宇佐見酉治 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分扉 勤
内保継右衛門 28俵3人扶持 中小姓格
梅村藤四郎 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤
浦岡左仲 30俵3人扶持 中小姓
え 海老原市平 破損奉行 席新番 勤
海老原市平 大筒方／四番組／池浦直衛組 席作事小奉行 兼帯
お 太井何右衛門 35俵3人扶持 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組
大沢永右衛門 40俵3人扶持 内5俵役高 大納戸
大澤冨次郎 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 席中小姓 勤
大澤冨次郎 30俵3人扶持 中小姓
太田垣友治 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分扇 勤
太田垣友治 2人扶持 銀5枚 中小姓
太田三吾 42俵3人扶持 大筒方／四番組／池浦直衛組
大塚三之助 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分扇 勤
大塚恒治 大筒方／壱番組／岩瀧倦兵衛組 当分雇 勤
大築岩四郎 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤
大築弥市 43俵3人扶持 内7俵役料 中小姓
大築弥市 山方 席中小姓
大手鏡蔵 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分雇 勤
大手熊之助 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分雇 勤
大畑海庵 30俵3人扶持 医師
大畑菊太郎 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分扉 勤
大室庫三郎 50俵3人扶持 内17俵御役料 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組
大室庫三郎 代官 席大筒方
大森寅蔵 小納戸 席大筒方 勤
大森寅蔵 32俵3人扶持 大筒方／四番組／池浦直衛組
小川市太郎 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
小川冨治 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分扉 勤
阻岐熊次郎 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分雇 勤
隠岐春蔵 30俵3人扶持 中小姓格
隠岐春蔵 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 席中小姓格 勤
隠岐鉄太郎 35俵3人扶持 内11俵役料 中小姓格
小熊粂右衛門 30俵3人扶持 中小姓格
織田弥藤治 35俵3人扶持 内7俵勤料 中小姓格
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名前 禄高 禄高備考 役職 ロ窟 兼帯等
小野勇右衛門 大納戸 席破損奉行 勤
小野勇右衛門 31俵3人扶持 破損奉行
小野勇右衛門 蔵方 席破損奉行 兼帯
織田邦蔵 大筒方／壱番組／岩瀧側兵衛組 当分雇 勤
織田彊藤治 吟味役 席中小姓格 勤
か河合七郎兵衛 45俵3人扶持 中小姓
柿内十五郎 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
柏原仙造 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分扉 勤
柏原森蔵 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組 当分雇 勤
春日井繁三郎 30俵3人扶持 中小姓
粕谷啓四郎 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分扉 勤
粕谷甚之助 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 席中小姓格 勤
粕谷甚之助 27俵3人扶持 中小姓格
鏑木立本 30俵3人扶持 医師
川久保文治 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分雇 勤
川久保八百八 30俵3人扶持 内2俵勤料 中小姓格
河西鉄三郎 25俵3人扶持 中小姓
河西鉄三郎 25俵3人扶持 中小姓格
河西棟五郎 貝役 席中小姓 勤
河西棟五郎 30俵3人扶持 中小姓
き木川友三郎 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分扉 勤
＜葛岡直治 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤
窪田庄九郎 代官 席中小姓格 代官代り












小柴新一郎 35俵3人扶持 内10俵勤料 中小姓格
小柴弥助 40俵3人扶持 祐筆
小嶋善助 吟味役 席給人 勤
小関金弥 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤
小関清兵衛 25俵3人扶持 中小姓格
小谷辰五郎 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分扉 勤
小谷留弥 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分扉 勤
後藤惣次郎 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分扉 勤
後藤太助 吟味役 席給人 勤
小林猪八郎 30俵3人扶持 内7俵役料 中小姓格
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小林官治 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 席中小姓格 勤
小林官治 30俵3人扶持 中小姓格
小林豊治 2人扶持 中小姓
小林直橘 大筒方／壱番組／岩瀧博兵衛組 当分雇 勤
小林雄六 武具方 席中小姓 勤
小林雄六 30俵3人扶持 中小姓
近藤玄庵 30俵3人扶持 医師
近藤文蔵 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組 当分扉 勤
さ 斎藤次郎 大筒方／四番組／池浦直衛組 雇 勤
斎藤俸太夫 32俵3人扶持 武具方
斎藤敏次郎 大筒方／壱番組／岩瀧博兵衛組 当分扉 勤
斎藤兵衛 36俵3人扶持 祐筆
齋藤禰五郎 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組 当分雇 勤
坂庭駒蔵 吟味役 席中小姓 勤
坂庭駒蔵 35俵3人扶持 中小姓
佐久間操也 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
佐久間藤内 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 席中小姓格 勤
佐久間藤内 33俵3人扶持 中小姓格
櫻井永助 50俵3人扶持 内19俵勤料 中小姓
櫻井永助 代官 席中小姓
櫻井千太郎 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分雇 勤
佐々木銀六 36俵3人扶持 大筒方／壱番組／岩瀧停兵衛組
佐々木銀六 蔵方 席大筒方
佐々木辰次郎 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組 当分雇 勤
佐治元三郎 大筒方／壱番組／岩瀧俸兵衛組 席中小姓格 勤
佐治元三郎 30俵3人扶持 内5俵役料 中小姓格
佐治清一郎 30俵3人扶持 内5俵役料 中小姓格
佐藤大二郎 30俵3人扶持 中小姓
佐藤唯七 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組 席中小姓格 勤
佐藤留治 2人扶持 中小姓
佐藤寅蔵 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 席中小姓 勤
佐藤寅蔵 39俵3人扶持 中小姓
左藤唯七 30俵3人扶持 中小姓格
佐分利源三郎 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤




志田八百治 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分厘 勤
柴田新左衛門 46俵3人扶持 外に4俵役料 大筒方／弐番組／太田垣衛守組
柴田新左衛門 代官 席大筒方
渋井市兵衛 小納戸 席中小姓 勤
渋井市兵衛 30俵3人扶持 中小姓
志村綴之助 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分雇 勤
庄田栄三郎 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤
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庄田才之助 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分扇 勤
神猪左衛門 46俵3人扶持 吟味役
神辰次郎 大筒方／四番組／池浦直衛組 雇 勤
神保辰之進 30俵3人扶持 大筒方／壱番組／岩瀧偉兵衛組
す枚浦金次郎 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤
杉浦仁三郎 30俵3人扶持 中小姓
枚浦友之助 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
枚浦酉蔵 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
杉村介七 吟味役 席大筒方 勤
枚村介七 35俵3人扶持 内4俵勤料 大筒方／弐番組／太田垣衛守組
鈴木猪三 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分雇 勤
鈴木猪三 2人扶持 中小姓




鈴木善之丞 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
鈴木大三郎 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 席中小姓格 勤
鈴木大三郎 32俵3人扶持 中小姓格
鈴木冨之助 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤
隅谷静二 28俵3人扶持 中小姓格
せ 関五郎兵衛 30俵3人扶持 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組
関五郎兵衛 蔵方 席大筒方
関谷揚之助 27俵3人扶持 中小姓








高瀬波太郎 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤
高橋鐵禰 大筒方／四番組／池浦直衛組 席中小姓格 勤
高橋鉄弥 30俵3人扶持 中小姓
瀧沢英左衛門 43俵3人扶持 内10俵役高 大納戸
竹内廣次郎 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分雇 勤
立見四郎 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分雇 勤
田中栄之進 30俵3人扶持 中小姓格
田中喜三兵衛 50俵3人扶持 小納戸
田中基治 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分雇 勤
田辺菊次郎 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分雇 勤
田辺菊次郎 2人扶持 中小姓
丹治錯次郎 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
丹治鐘次郎 2人扶持 中小姓
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丹治錢治 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分扇 勤
丹治金弥 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 席中小姓格 勤
丹治金弥 25俵3人扶持 中小姓格
ち 千葉平格 33俵3人扶持 馬乗
つ 柘植蔵治 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分雇 勤
図司徳之進 大筒方／壱番組／岩瀧博兵衛組 当分雇 勤
這信吉 20俵3人扶持 中小姓格
角田圃次郎 32俵3人扶持 中小姓




冨樫清七 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組 当分雇 勤
冨樫直治 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤
冨川左兵衛 吟味役 席馬乗次席 勤
な内藤金次郎 大筒方／壱番組／岩瀧側兵衛組 当分雇 勤
永井岩太郎 38俵3人扶持 大筒方／四番組／池浦直衛組




那賀山鳳五郎 大筒方／壱番組／岩瀧停兵衛組 当分雇 勤
成田鉛蔵 32俵3人扶持 中小姓
成田霧兵衛 30俵3人扶持 外に 10俵勤料 吟味役
成田善右衛門 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 席中小姓格 勤
成田善右衛門 30俵3人扶持 中小姓格








服部鉄之助 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 席中小姓格 勤
花村清之丞 30俵3人扶持 内3俵役料 祐筆
林小平太 大筒方／壱番組／岩瀧信兵衛組 当分雇 勤
林庄蔵 大納戸 席新番 勤・兼帯
林庄蔵 吟味役 席新番
林庄蔵 蔵方 席新番 勤・兼帯
半沢銀次郎 大筒方／壱番組／岩瀧惇兵衛組 当分雇 勤
半沢駒太郎 吟味役 席中小姓格 見習
半澤駒太郎 25俵3人扶持 中小姓格
伴文吾 30俵3人扶持 内7俵役料 中小姓格
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ひ樋口文泰 35俵3人扶持 医師
日野角七 38俵3人扶持 中小姓
日野錠次郎 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組 当分雇 勤
日野林七 50俵3人扶持 内22俵役料 代官
平尾一郎太夫 40俵3人扶持 内10俵役料 小納戸
平尾一郎太夫 大納戸 席小納戸
平尾左一郎 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分扉 勤
平尾直次郎 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
平田留次郎 大筒方／壱番組／岩瀧停兵衛組 席中小姓格 勤
平田留次郎 30俵3人扶持 中小姓格
平山三郎 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
廣田新平 武具方 席吟味役 勤
廣田新平 48俵3人扶持 吟味役
廣田直治 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雁 勤
ふ 福田金左衛門 38俵3人扶持 祐筆
福原喜代蔵 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組 当分雇 勤
福原留五郎 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤
福村冨弥 大筒方／壱番組／岩瀧俸兵衛組 当分雁 勤
藤井喜太郎 大筒方／四番組／池浦直衛組 当分扉 勤
藤田収蔵 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
布施儀平 吟味役 席大筒方 見習
布施儀平 30俵3人扶持 大筒方／弐番組／太田垣衛守組
二見又兵衛 30俵3人扶持 大筒方／四番組／池浦直衛組
二村要蔵 大筒方／壱番組／岩瀧停兵衛組 当分雇 勤
古岩伊三郎 大筒方／壱番組／岩瀧停兵衛組 席中小姓格 勤
古畑久右衛門 40俵3人扶持 中小姓格
ヘ 別所成一郎 30俵3人扶持 中小姓格
逸見宗助 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雁 勤
逸見忠蔵 33俵3人扶持 吟味役
ほ星川運太郎 30俵3人扶持 中小姓格
星川喜代次郎 大筒方／四番組／池浦直衛組 席中小姓格 勤
星川半右衛門 30俵3人扶持 中小姓
ま蒔田伊三郎 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤
牧野幾之助 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雁 勤







松崎重次郎 大筒方／壱番組／岩瀧健兵衛組 当分御扉 勤
柏崎彦蔵 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
松綺武太夫 小納戸 席吟味役 勤
松崎武太夫 30俵3人扶持 吟味役
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松田乎馬 30俵3人扶持 中小姓
松田平馬 徒組頭 席中小姓
松本半三郎 大筒方／壱番組／岩瀧個兵衛組 当分雇 勤




箕輪分次郎 27俵3人扶持 外に3俵役料 中小姓格
宮岩五郎 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 席中小姓格 勤
宮岩五郎 25俵3人扶持 中小姓格
宮原偲蔵 30俵3人扶持 中小姓
宮本仙弥 大納戸 席御徒目付 勤・兼帯
宮本仙弥 吟味役 席御徒目付 勤
宮本仙弥 破損奉行 席御徒目付 兼帯
宮本仙弥 蔵方 席御徒目付 兼帯
む 武藤信之助 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤
村井九兵衛 小納戸 席吟味役 勤
村井九兵衛 35俵3人扶持 吟味役
村井金次郎 大筒方／四番組／池浦直衛組 扉 勤
村井軍太郎 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組 当分雇
村越甚右衛門 35俵3人扶持 小納戸
村松亀之助 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組 当分雇 勤
も望月清治 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組 当分雇 勤
望月平弥 30俵3人扶持 中小姓
森鉛之助 鉦太鼓役 当分雇 勤





森消之助 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分雇 勤
森山銀次郎 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組 席中小姓格 勤
森山銀次郎 30俵3人扶持 中小姓格
や八木専三郎 大筒方／弐番組／太田垣衛守組 当分雇 勤





山上廂治 大筒方／壱番組／岩瀧博兵衛組 当分雇 勤
山本真二 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組 当分雇 勤
ゆ由比貞衛 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 勤
由比貞衛 2人扶持 中小姓
よ吉田生三 大筒方／三番組／斎藤弥一左衛門組 当分屈 勤
吉原増右衛門 30俵3人扶持 中小姓
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依田七郎 30俵3人扶持 勤料銀10枚 中小姓
依田茂右衛門 大筒方／四番組／池浦直衛組 席中小姓格 勤
わ 脇谷啓之助 33俵3人扶持 中小姓
和久田右平 30俵3人扶持 中小姓
和久田金五郎 大筒方／壱番組／岩瀧偲兵衛組 当分扉 勤




番号 禄高 名前 役裁 魯屑塁慎 醤望胃爵叱 罰の種類 罰の起点・終点 罰直前の役・席など 罰直後の役 罰班後の役・席など呵 ．席の年代





1 有故蟄居 天保5年9月18日 雁勤広l!J平番
天保8年5月
雁勤
小納戸部屋） 21 B 




























知行召上10人扶持被下骰、格 天保12年10月7日ー 家督70石被下1社、弐 天保12年10格式給人、馬釆次席









1-10 10人扶持 由比拗ヶ由 歩兵頭 1 1 御呵之上遠慮
安政6未3月25日ー 御服勤、壱番組大簡 万延元申8月 父先名勘ヶ由与改名、
4月15日（御免） 役之勤 13日 是迄丹宮
有故金2両2分米5俵被召上、
斑永元申4月 温故堂師役御免、御広
HI 115石 福与弥次右衛門 歩兵頭 1 1 当分御近習、温故堂師役御免、 嘉永元巾4月26日 当分御近習
御広閥平番遠慮
26日 間平番述慮





























番号 禄高 名前 役職 冒月I 慎 遠慮 召上 察当 胃叱 罰の種類 罰の起点・終点 罰直前の役，席など 罰直後の役 罰直後の役，席など雨 ・席の年代
他方借財之義二付、佐倉住宅、
遠慮、御取扱金上納相済候迄、 安政5午I月13日ー
安政5午12四番組金井右膳組江与1-16 100石 下坂弥学 組外 I I 家内面扶持被下置、無勤被仰 同12月13日（遠慮御 御使者方除切 入、御莱園守番被仰
付、早々引越於彼地急度相慎 免） 月15日 付
可罷在旨被仰出
1-17 100石 太田笞太郎 も番組 I l 布故叱之上遠慮 万延元申8月13日 壱番組香宗我部隼人 文久元酉2月 佐分利流槍術免許相済組江与入 23日
1-18 180石 浅IM淵1右衛門 三番組／恒川 1 有故遠慮 安政5午10月27日 三番組入江彦左衛門弥五左衛門組 組江組移
1-19 80石 三好宗碩 医師 1 有故遠慮 安政3辰5月258 給人医師
1-20 
350石（内 由比普兵衛 年寄 I 1 
悴丹宮儀二付御察当、同4月 安政6年3月25日ー
御国産取立掛 安政7年2月 江戸半ヶ年在番50石役高） 2日、差相御免 4月2日（差和御免） 15日
1-21 200石 藤平源太夫 大筒頭 1 I 伯父貞次郎義二付御察当差相 安政3年6月27日 御広間御取次 安政3年7月 下坂新六跡御先筒I司心
16日 御預、御取次是迄之通
安政5年4月18日ー 文
二番組河原喜右衛門 文久2(ママ、1-22 100石 清水右仲 並平士組頭 1 1 蒙御察当差拍奉伺候処弥差相 久2年12月2日（差オQ組江与入
3ヵ）戌正月16五番組御先筒与頭
御免） 日
1-23 20人扶持 柿内勘之丞 平士与頭添役 1 I 蒙御察当、達之上差拓
文久2年9月21日ー
頭取 文久2年10佐倉住宅同28日（御免） 月27日
文久2年2月21日ー 御供目付、御側御用1-24 15人扶持 柿内又左衛I'り 供目付 1 1 蒙御察当、達之上差相 同12月1日（御免） 人之支配




100石 串戸五左衛門 表用人 1 去巳年先役中大赦申渡之義二
安政6年5月3日ー 御小納戸元方、御休 安政6年4月 当分若殿様御附引持
（内50石） 付差拍被仰付 同8日（御免） 息奥年寄兼帯 16日
御先筒眼浅井豊次郎 席始迄之通、御側御用
1-27 
150石（内 続作大夫 先筒頭 1 布故差相 文久3年3月21日 跡拾番組御預、同日
文久3年8月 人無足支配加役、当分
50石役t;lj) 25日 新番徒頭兼帯、依之御御物頭役被仰付候 役高是迄之通
拾三番組御先筒与頭
安政5年7月





1-29 石役l,lj) 野村弥五右衛門 聞番 I l 御叱之上差柑
安政4年2月JI日 奉行御役方御取締 23日 佐倉住宅
150 (内50
安政6年10月27日ー ニノ丸御番所江御番 文久元年2月
1-30 野村弥五右衛門 聞番 I 御咎之上差和 同年1月18日（差打l 御帳役仮役
石役高） 御免） 入 9日
?
番号 禄高 名前 役職 居蟄 閉門 畠慎 逮慮 召上 察当 打差 叱 罰の種類 罰直後の役呵 罰の起点・終点 罰直前の役・席など ．席の年代 罰直後の役・席など
1-31 20人扶持 赤井徳右衛門 勝手役
席勝手役、御広間御
安政4年閏5席是迄之通、大H付役、
1 達之上差相 安政3年7月21日 取次、御掃除奉行兼 渋谷御屋敷、御山方兼
帯 月27日 ',if、聖堂世話
1-32 100石 浅見七兵衛 勝手役 1 有故差オロ 安政5年8月19日ー 勘定頭、当分普請奉 安政5年1 席御勝手役同21日（御免） 行之勤兼帯 月16日
1-33 20人扶持 永倉源太兵衛 勝手役 1 達之上差相 文久2年12月24日ー 文久3亥6月
席始迄之通、大殿様御
同27日（御免） 勘定頭 15日 附、御小納戸元方、奥年寄兼帯
20人扶持




1-35 20人扶持 植松八郎兵衛 平士取締役 1 有故差オロ
文久3年3月7日ー 同 五番組岡新之丞組江
8日（御免） 組移
1-36 10人扶持 浅見衛士 組外 1 有故差相
安政5年8月19日ー 給人勤、御雇勤、弐 文久元酉6月 八條流馬術井二宮流軍
同21日（御免） 番組大筒役之勤 朔日 駅免許
1-37 100石 高瀬直次郎 壱番組
文久2年1月21日ー 壱番組香宗我部年人
1 1 有故、御叱之上差打 同12月6日（差打御
免） 組与入
1-38 100石 久代喜三太 弐番組／恩田 有故差拍 文久3年3月7日ー 同
弐番組恩田源五兵衛
源五兵衛組 1 8日（御免） 組江与入
格式給人馬乗次席、










番号 禄高 名前 役職 蟄居 閉門 喜慎 遠慮 召上 察当 差相 叱 罰の種類 罰の起点・終点 罰直後の呵 罰直前の役・席など 役・席の年代 罰直後の役・席など
30俵3人扶持 祖父の勤功により 30俵3








2-2 持（内 7俵 伴文吾 中小姓格 1 1 父村右衛門不届之義有之、高 嘉永3戌9月6日 嘉永3戌9月 し召しにより、家督20俵
役料） 扶持被召上、隠居蟄居 6日 3人扶持被下置、格式新
番格
父放心之上不届。家断絶








2-4 持（内1俵 隠岐鉄太郎 中小姓格 1 1 











2-6 24俵3人扶持 山上庄蔵 中小姓格
大納戸勤中之儀二付、 3俵被召
安政2年12月16日ー 格式中小姓、二之丸 安政2年12月
1 1 同3年2月7日（逼塞上、席中小性格、逼塞 御番所江御番入 16日 席中小性格御免）
27俵3人扶持 亡父直右術I'り大納戸勤役中不
2-7 （外に3俵役 箕輪分次郎 中小姓格 1 1 
埒之儀有之、御宛行之内3俵 安政2年12月16日 格式中小姓、無足支 安政2年12月 格式中小姓格
料）
被召上、格式中小姓格、逼塞 配之支配 16日
2-8 25俵3人扶持 小関清兵衛 1 御叱之上御擬之内10俵被召上、
安政6年10月27日ー
格式中小姓、ニノ丸 安政6年10月
中小姓格 1 1 同7申正月8日（逼塞 席中小性格席中小性格、逼塞 御免）
御番所江御番入 27日
2-9 28俵3人扶持 隅谷静二 中小姓格 1 御尋之筋布之慎 文久2酉3月18日
格式中小姓、山方代
官
2-10 28俵3人扶持 隅谷静二 中小姓格 1 1 




小林猪八郎 中小姓格 1 
有故御宛行之内5俵被召上、 格式中小性格、佐倉 弘化2巳3月
（内7俵役料）
1 弘化2巳3月27日 格式新番格式新番、逼塞 住宅 27日
??
















2-13 持（内15俵 浅川勇左衛門 吟味役 1 吟味役勤御免、遠慮 嘉永7寅年10月23日 間平番、吟味役勤本 同12月25日 御広間平番
役料） 役同様被仰付
2-14 30俵3人扶持 小林雄六 中小姓 1 有故遠慮














伴文吾 中小姓格 1 有故遠慮
安政7申3月7日一閏 格式新番格、御徒目 文久3年亥ノ
席中小姓格、佐倉住宅
（内7俵役料） 3月1日（遠慮御免） 付 10月19日
父山平儀、放心之上不届之俵
有之、高扶持被召上、塾居被


















2-19 （外に10俵勤 成田霧兵衛 吟味役 1 1 有故蒙御察当、達之上差相 万延元申 10月18日 御取締井御省略掛 席吟味役、勤方是迄之通
料）
18日
大筒方／三番 安政7申正月 278 -格式中小姓、大筒方、
文久元酉7月 依願何右衛門与改名、是
2-20 35俵3人扶持 太井何右衛門 組／斎藤弥一 1 1 弟近治義二付御察当二て差相 同年2月12日（差打 依之三番組斎藤三郎
24日 迄辰之助
左衛門組 御免） 太夫組江与入





















番号 禄高 名前 役職 喜月塁慎 且望誓扉叱 罰の種類 罰の起点・終点 罰直前の役・席など 罰直後の呵 役・席の年代 罰直後の役・席など
2-24 48俵3人扶持 廣田新平 吟味役 1 有故差相 安政7申3月7日 文久3亥10月 席吟味役、御武具方勤、
16日 佐倉住宅
大筒方／壱番 格式中小姓、大筒方
2-25 30俵3人扶持 浅羽官左衛門 組／岩瀧博兵 1 達之上差拍 万延元申 10月朔日 壱番組植松当太郎組
衛組 与入
大筒方／壱番 万延元申I月18日ー 格式中小姓、大筒方




2-27 30俵3人扶持 中野菊治 組／太田垣衛 1 有故差オn
守組
同29日（御免） 膳組江与入
2-28 41俵3人扶持 高瀬四郎兵衛 中小姓 1 1 有故蒙御察当、達之上差担
文久2戌11月21日ー 格式中小姓、焔姻蔵
同12月朔日（御免） 守番





2-30 30俵3人扶持 望月平弥 中小姓 1 有故差相 安政3辰12月25日 依之壱番組植松当太
郎組江与入 月19日 支配
2-31 30俵3人扶持 望月平弥 中小姓 1 1 有故御叱之上差和
文久2戌1月21日ー
無足支配之支配同12月6日（御免）
2-32 32俵3人扶持 志田催十郎 中小姓 1 有故差相
文久3亥3月7日ー 同 格式中小姓、無足支
17日（御免） 配之支配
2-33 2人扶持 服部速 中小姓 1 1 御呵之上差打 安政6未3月25日
大筒方之勤、三番組 文久元酉4月 刀術免許
斎藤三郎太夫組与入 3日
合計 4 1 6 1 7 12 6 15 5 
??
